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全生存率が劣る(害) RCT5つ 0 -1 -1 -1 0 1984 243 12.2 1935 207 10.7 中(B) 9

腋窩再発率が劣る(害) RCT5つ 0 -1 -1 -1 0 1984 13 0.66 1935 26 1.3 中(B) 8

リンパ浮腫の低下(益) RCT4つ -1 0 -1 -1 -1 933 123 13.2 909 41 4.5 中(B) 7

手術合併症の低下(益) -1 0 -1 -1 -1 7
評価項目に一貫性がなく
数値の統合困難
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い

リンパ浮腫の低下（観察研究） １つ HR 1.33 0.64 to 2.78
弱
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7
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リンパ浮腫の低下（観察研究）

リスク人数（アウトカム率）

コメント（該当するセルに記入）

センチネルリンパ節に転移を認める患者に対して腋窩
リンパ節郭清省略が勧められるか （微小転移を認めた

＊バイアスリスク，非直接性
　各ドメインの評価は「高（－2）」，「中／疑い（－1）」，「低（0）」の3 段階。
　まとめは「高（－2）」，「中（－1）」，「低（0）」の3 段階でエビデンス総体に反映させる。
＊＊上昇要因
　　各項目の評価は「高（＋2）」，「中（＋1）」，「低（0）」の3 段階。
　　まとめは「高（＋2）」，「中（＋1）」，「低（0）の3 段階でエビデンス総体に反映させる。
アウトカムごとに別紙にまとめる。

センチネルリンパ節に微小転移を認める患者

非腋窩郭清

腋窩郭清
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